
≪富医師の外来診療／月・金 9：00～12：00≫

大腸がん・直腸がん
大腸もしくは直腸にできる悪性腫瘍です。等潤病院では早期がんに対する内視鏡治療のほ
か、進行がんに対する完全鏡視下手術（腹腔鏡を用いた体への負担がより少ない手術）や
抗がん剤治療など幅広い治療を行っています。
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☜コラム本文はこちら

理事長コラム
『 良い睡眠で健康的

な生活を送ろう 』



私は、1958年5月30日、福島県白河に生
まれ、大自然の中でのびのび育ちました。
中高の6年間はバレーボール部一筋で、自
分の将来のことなど考えたことがなく、地
元の短大を出てＯＬになってお嫁に行くの
かなーとくらいに考えていました。しかし
高校３年で養護学校を見学してから私の考
えは一変しました。手を使えない子どもた
ちが足で描く絵は素晴らしく、自分のこと
は全て自分でやっていました。五体満足の
自分が何も努力しないのが恥ずかしくなり
その時、人の役に立つ仕事がしたいと思っ
たのが看護師を目指したきっかけです。
看護学校卒業後は、国立小児病院に入職

しました。現在の国立成育医療研究センタ
ーです。全国、海外から入院してくる子ど
もたちのための病院でした。今日一日を子
どもたちにとって最大の日にすることだけ
を考えていた記憶があります。生きたくて
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も生きることができなかった子どもたちの
思いが今でも私の背中を押してくれます。
この想いが私の原点です。
その後、結婚のために都立駒込病院に入

職したことから足立区に住むことになりま
した。「足立区の、安達さん」の始まりで
す。等潤病院は、家から自転車で６分でし
たし、今後は地域医療に携わりたいという
希望で入職いたしました。
当時の等潤病院は、もちろん現在の姿と

は全く違います。古くて病棟間には坂があ
るような建物で、10人部屋もありました。
まるでナイチンゲールが出てくるのではと
見紛う建物で、日々驚きの連続でした。慣
れてくるとそれが普通になるものです。は
じめはパート4時間勤務で始めて徐々に時
間を延ばし、子育てしながら仕事を続けて
きました。慈生会は、その頃から子育て世
代には働きやすい環境が整っていました。

2003年に通所リハビリテーション常楽
へと異動し、介護の仕事をする中で介護保
険について一通り学び、2016年からは等潤
病院3階（リハビリ回復期病棟）で師長と
して務めました。そして、2023年4月から
看護部部長職を拝命し、現在に至ります。
在職中に、等潤病院の改築を皮切りに、介
護老人保健施設イルアカーサの新設、グル
ープホーム常楽の改築移転、そしてこの度
新築された等潤メディカルプラザの立ち上
げに携われたことは、私の尊い財産です。
慈生会がこのように大きく変わっていくこ
とをあの頃の誰が想像できたでしょうか。
伊藤理事長には15年ご指導いただき、65

歳を過ぎた今も看護師として職務を全うで
きますことに心から感謝いたします。また
現在総勢157名の看護部スタッフや慈生会
全職員にも感謝の気持ちでいっぱいです。
慈生会と歩んだ27年間。仕事のこと、子

育てのこと、一つ一つ精一杯向き合ってき
ました。小児病院の子どもたちが教えてく
れた、健康であればこそ頑張って生きるん
だというこの気持ちで、これからも皆と一
丸となり、慈生会理念である「地域と共に
生きる慈しみのトータル
ヘルスケア」をモットー
に邁進してまいります。
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